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JENESYS2020 日メコン・オンライン交流（SDGs）の記録  
（対象国：カンボジア・タイ・ベトナム・ミャンマー・ラオス） 

 
１. 概要 
【目的】カンボジア、タイ、ベトナム、ミャンマー、ベトナムの青少年が持続可能な開発目標（SDGs）
について、関連する企業、団体等を訪問し、日本の SDGs 達成のための貢献について理解促進を図

ることを主目的として、本プログラムを実施しました。 
 
【参加者】 カンボジア、タイ、ベトナム、ミャンマー、ラオスの大学生・大学院生 計 53 名 
 
【訪問地】 東京都、神奈川県、京都府 
 
【日程】    

日付 
訪問地 

内容 参加者の質問・反応 

以下の参加人数：19 名 

2021 年 
7 月 30 日 
東京都 

【ウェビナー・質疑応答】 
「Global Outreach of Entertaining 
Disaster Prevention Education from 
Japan」 
講師：特定非営利活動法人プラス・

アーツ 理事長 永田 宏和氏 
1. 講義・動画視聴  
2. 質疑応答 

SDGs 達成に向けた課題とそれに対する取

組みに関連して防災分野に焦点をおき、国

内外での防災教育の普及活動の取り組みや

事例を紹介しました。参加者からは防災教

育の普及活動に地域をどう巻き込んでいく

か、自然災害に備えるため何が必要か等の

質問がありました。 

以下 6 日間の参加人数：34 名（以下のプログラムは他のプログラムと合同で実施） 

2022 年 
1 月 22 日

～ 

【動画視聴】 
1. 外務省挨拶 
2. 南三陸町からのメッセージ 
3. 日本語学習 

プログラムへの理解を深めるため、参加者

は日本やプログラムに関する動画を視聴し

てから参加しました。 

2022 年 
1 月 25 日 
神奈川県 

【オリエンテーション】【ウェビナー】 
1. 自己紹介（グループ別） 
2. 日本理解講義・質疑応答 

「日本の社会と文化」 
講師：アンドラディ 久美氏 

3. グループ別交流 
 

日本理解講義では、多くの参加者が熱心に

聞き入っていました。「宗教や人種の違いに

よる対立はないですか」「日本にはなぜチッ

プがないのですか」など日本に対してより

深く知ろうとする質問が多くありました。

プログラム初日でしたが、参加者から日本

のことを積極的に学ぼうとする姿が見られ
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ました。グループ別交流では、参加者がそ

れぞれ発言し、互いを知ろうとする雰囲気

が生まれました。グループごとにリーダー、

サブリーダーを選出し、選出された方は積

極的に発言されていました。 
2022 年 
1 月 26 日 
東京都 
台東区 

【ウェビナー・視察】 
「和食の魅力ツアー」 
協同組合浅草商店連合会 

1. ビデオ視聴：NHK「新日本風土記」協

同組合浅草商店連合会出演 
2. プレゼンテーション：浅草の紹介 

協同組合浅草商店連合会 理事 西

山 繁夫氏 
3. 和食店舗の紹介 

茶寮一松 宮代 清子氏 
桜鍋中江 中江 白志氏 
駒形どぜう 渡辺 隆史氏 

4. 各店舗の店主との交流会 
5. ライブ中継：浅草仲見世・浅草寺・浅

草神社 
 

プログラムはじめに浅草における問題への

取組みをとりあげた NHK 番組のビデオを

上映しながら、浅草商店連合会より、観光、

芸能、職人、仲見世、浅草寺など浅草の魅

力や歴史的背景について紹介を受けまし

た。次に歴史ある老舗和食店舗の店主によ

る店舗紹介・グループに分かれた交流会を

行いました。参加者からは、「古い建物を維

持しながら経営で気を付けることは何があ

りますか」「馬肉を使った料理は、他の食材

に比べて高価ですか」などビデオや写真を

見て感じた質問を多くいただきました。最

後のライブ中継では、浅草仲見世から浅草

寺境内、浅草神社まで中継で繋いで紹介さ

れ、短い時間ながら、参加者から 150 件ほ

どのコメントが寄せられ、オンライン上で

ありながらも楽しく賑わい、おおいに盛り

上がったプログラムとなりました。 
2022 年 
1 月 27 日 
京都府 
京都市 
 

【ウェビナー・質疑応答】 
「人類の進化から学ぶ SDGs」 
講師： 京都大学大学院アジア・アフリ

カ地域研究研究科 教授 古澤 拓

郎氏 
1. 講義 
2. 質疑応答 

人類の進化から自然界の不平等、SDGs へ

のアプローチ方などの講義を受け、参加者

は多くの質問をするなど積極的に学ぶ姿勢

が感じられました。「SDGs の課題のうち、

どれを優先的に取り組むべきか」「SDGs を

継続するための最善の解決策は何か」など

の質問が次々とありました。深い考察を交

えた講義内容に対して、多くの参加者から、

貴重な学びの機会だったとの声がありまし

た。 
2022 年 
1 月 29 日 
神奈川県

横浜市 
 

【自治体訪問・交流】 
「e スポ GOMI の取り組みについて」 
1. 中継視聴 
2. 講義 
3. ワークショップ 

スムーズでテンポのよい講義に、参加者は

積極的に関わり、興味をもって聞き入って

いました。ゴミの問題は、今回の参加者に

とって最大の関心課題でもあった様子でし

た。グループ別意見交換でも積極的に発言
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4. 発表 する姿が見られました。 
2022 年 
1 月 30 日 
東京都 
 

【ワークショップ】【報告会】 
1. アンケート回答 

2. グループ発表 
3. 講評 

アンドラディ 久美氏 
4. JICE からの案内 

参加者は、グループ内でしっかり話し合い、

役割分担を決め、スムーズに発表を行いま

した。アクション・プランに対しても、具

体的に作成され、実施に前向きな姿勢が見

られました。 

 
２. 記録写真 

  
2021 年 7 月 30 日【ウェビナー・質疑応答】講

義の様子 
2021 年 7 月 30 日【ウェビナー・質疑応答】講

義の様子 

 
 

2021 年 7 月 30 日【ウェビナー・質疑応答】講

義の様子 
2021 年 7 月 30 日【ウェビナー・質疑応答】集

合写真 
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2022 年 1 月 25 日【オリエンテーション、ウェ

ビナー】講義の様子 
2022 年 1 月 26 日【ウェビナー・視察】ライブ

中継の様子 

  

2022 年 1 月 27 日【ウェビナー・質疑応答】集

合写真 
2022 年 1 月 29 日【自治体訪問・交流】講義の

様子 

  
2022 年 1 月 30 日【報告会】 2022 年 1 月 30 日【報告会】集合写真 

 
３. 参加者の感想（抜粋） 

 ベトナム 大学生 
楽しいプログラムでした。災害時に自分や他人を守る方法を学ぶプログラムに参加するのは初めて

で、多くのことを学びました。今日は大変有意義な講義をいただきありがとうございました。 
 

 タイ その他 
近年の状況に合致した、とても役立つプログラムでした。質問しやすい雰囲気だったのも良かった
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です。プログラムの時間も長すぎず短すぎず、丁度良かったと思います。内容もよく理解できまし

た。 
 

 カンボジア 大学生 
今日のプログラムに参加し、新しいこと、特に Iza Kaeru Caravan の防災教育普及活動について学

ぶことができました。実際に防災教育の授業に参加してみたいです。 
 

 タイ その他 
とてもよいプログラムでした。オンラインではなく身体で体験できるプログラムにも参加したいで

す。もし実際に日本の人々、文化、食事を体験できれば、もっと日本文化を理解できると思います。 
 

 ミャンマー その他 
とても良かったです。プログラムを通じ新しい友人もできましたし、多くのこと、特に日本でビジ

ネスをすることや、文化生活について学ぶことができました。 
 

 ラオス 大学生 
オンラインプログラムも有効ですが、やはり実際に日本を訪れて本プログラムに参加したかったで

す。 
 
４. 受入れ側の感想（抜粋） 

 視察先担当者 
新型コロナウイルス感染症の影響で外国との行き来ができない中、国を超えた交流や人材の育成を

進めるプランに共感しました。初めての経験でしたが、時間配分や内容を改善してさらにより良い

内容にしていきたいと思います。皆さん熱心に聴講して頂き嬉しく思います。 
 

 講師 
参加者は積極的で、大変よかったです。 
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５. 参加者の対外発信、報道事例等 

 

 

2021 年 6 月 30 日（Facebook） 
今日、JENESYS のオンライン交流プログラムに

参加しました。テーマは SDGs と防災でした。防

災に関する知識やスキルを楽しく学べるゲーム

「Iza Kaeru Caravan」について学ぶことができま

した。 

2021 年 6 月 30 日（Facebook） 
本当に良い講義でした。緊急避難方法につい

ての説明から、子供も参加できる楽しい内容

に変わっていきました。 
 

 

2022 年 1 月 28 日（東京新聞） 
東南アジア諸国連合（ASEAN）地域などの若者に日本の産業などを学んでもらう交流プログラム

の一環で 26 日、台東区浅草から、食の魅力を伝える講座の配信が行われた。浅草商店連合会の西

山繁夫理事（62）が講師役を務めた。 
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プログラムは、コロナ禍で国際的な人の往来ができない中でも、海外の若者に日本のことを知って

もらおうと、一般財団法人日本国際協力センター（新宿区）が企画した。 
7 日間のプログラムの 2 日目のとなるこの日は ASEAN 諸国と東ティモールから、高校生～30 代

の社会人計約 200 人がオンラインで参加。浅草にいる西山さんから話を聞いた。 
西山さんが浅草神社や浅草寺の縁起、三社祭や仲見世のにぎわいなど浅草の魅力をスライドや映

像で紹介。雷門から仲見世を通り、浅草寺境内までを実際に歩く「バーチャルツアー」も実施した。

また、浅草に店を構える老舗料理店 3 店の店主と、受講生とのオンライン交流も行われた。 
講座を終えた西山さんは「画面越しだが、受講生の日本への思いが感じられた」と話した。 

 

 

2022 年 1 月 28 日（LinkedIn） 
プログラム 3 日目は京都大学、アジア・アフリ

カ地域研究科の古澤拓郎教授の授業でした。と

てもアカデミックな授業でした。「SDGs に向け

た人類の進化」について論文や記事を示しなが

ら説明してくれました。（中略）講義から人間が

どのようにして環境に適応し生き残ってきたか

など多くを学びました。SDGs に対して新たな

見方ができるようになり、人々がどのように

SDGs について考えるかが大事だという事がわ

かりました。 

2022 年 1 月 29 日（Facebook） 
こんにちは。今日のセッションで私たちは新し

くて面白い環境保護を助けるスポーツについて

知ることができました。それは E スポゴミとい

って、ゴミ拾いをして競うゲームです。 
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６. 最終報告会でのアクション・プランの発表 
グループ 1 

 

 

「JENESYS のプログラムで日本について学ん

だこと、日本についての情報を Facebook で発

信」 
■内容： 
JENESYS のプログラム中に私たちが学んだ日

本についての知識と、自分達がリサーチした日

本の情報を発信していきたいと思います。それ

により世界の国々の人が日本について良い印象

を持ち、日本の全体像をつかみその驚くべき発

展から学ぶことができると思うからです。 

グループ 2 

 

 

「インスタグラムプロジェクト」 
■内容： 
新型コロナウイルス感染症の感染が広がる中に

おいて、対面での活動は困難です。そこで、十分

に話し合った結果、Instagram のアカウントを作

成し、ソーシャルメディアを通じて学んだこと

を発信していこうということになりました。2月
二週目から始め 2 か月は続けたいと思います。

対象はインスタグラムを見ている人すべてです

が、できれば日本に興味を持つ若い人たちに発

信していきたいと思います。 
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グループ 3 

 

 

日本の成長は、優れた教育制度によるものとさ

れています。ASEAN のような発展途上国で

SDGs を効果的に実施するためには、質の高い

教育を確保することが重要です。 
日本のゴミの分別方法を ASEAN 諸国でも取り

入れ、環境をよくしていくべきです。コロナ禍

では、eSPOGOMI ワークショップの開催は難し

いですが、インターネットを通じてメッセージ

を発信し、各国の SDGs の目標達成に貢献して

いきたいと思います。 

グループ 4 

 

 

「Experience Sharing Session」 
■内容： 
正しい知識と経験を身につけるための機会を提

供したいです。 
日本に興味を持ち、日本に行きたいと思ってい

る若者はたくさんいるので、JENESYS のこと

を知ってもらいたいと思います。 
私たちは、自国の高校や大学と日本クラブと連

絡を取り合い、体験交流会を開催します。

Facebook のファンページを利用して、オンライ

ンセミナーを開催し、日本文化の知識を広めて

いきます。また、SDGs をテーマとしたコンペ

ティションを開催し、SDGs の解決策を募集し、

優勝者は日本に行くチケットが与えられるよう

にします。 

 
実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター (JICE) 
 


